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(百万円未満四捨五入)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 14,690 △2.5 △1,793 － △1,711 － △1,203 －

30年３月期第２四半期 15,071 △3.6 △1,614 － △1,538 － △1,024 －
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 △799百万円( －％) 30年３月期第２四半期 △734百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 △201.73 －

30年３月期第２四半期 △172.56 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 50,144 24,918 49.7

30年３月期 43,339 26,226 60.5
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 24,918百万円 30年３月期 26,226百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － － － 85.00 85.00

31年３月期 － －

31年３月期(予想) － 85.00 85.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,100 6.6 1,030 23.0 1,130 16.2 750 2.8 126.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記
　 事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 5,976,205株 30年３月期 5,976,205株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 14,342株 30年３月期 13,942株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 5,962,095株 30年３月期２Ｑ 5,934,668株
　

　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもの
であり、実際の業績については、今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における菓子・食品業界は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費は緩やかな回復基

調で推移しましたが、人手不足による人件費の上昇などのコスト増加に加え、成熟した市場における多様化・複雑化

した消費者ニーズへの素早い対応が求められるなど、厳しい状況が続きました。

このような環境の下、当中村屋グループは基幹商品である中華まんの生産能力を増強し、安全・安心で付加価値の

高い商品を効率的に供給することを目的に2018年７月に新工場「武蔵工場」を竣工しました。また菓子・食品の各事

業では、新商品開発や新規販路開拓に積極的に取り組み、売上の拡大を目指しました。

しかしながら、不採算店舗の閉鎖等の影響により、当第２四半期連結売上高は、14,689,686千円 前年同期に対し

て381,100千円、2.5％の減収となりました。

利益面では、営業損失は1,793,056千円 前年同期に対し179,212千円の減益、経常損失は1,710,932千円 前年同期

に対し172,920千円の減益、親会社株主に帰属する四半期純損失は1,202,746千円 前年同期に対し178,635千円の減益

となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、建設仮勘定の減少4,479,399千円、有価証券の減少1,500,000千

円等がありましたが、建物及び構築物（純額）の増加5,685,036千円、有形固定資産その他（純額）の増加

4,748,213千円、現金及び預金の増加770,756千円等により、前連結会計年度末に比べ6,805,074千円増加し、

50,144,434千円となりました。

負債は、未払金の減少504,413千円、繰延税金負債の減少367,720千円等がありましたが、短期借入金の増加

6,920,000千円、リース債務の増加2,347,287千円等により、前連結会計年度末に比べ8,113,028千円増加し、

25,226,843千円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失1,202,746千円、剰余金の配当506,792千円による利益剰余金の減

少等により、前連結会計年度末に比べ1,307,955千円減少し、24,917,591千円となりました。

　

（キャッシュ・フローについて）

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ729,082千円減少し、2,401,450

千円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,031,960千円の支出（前年同期は2,402,493千円の支出）となりまし

た。これは主に減価償却費565,881千円、仕入債務の増加134,566千円等による収入があったものの、税金等調整前

四半期純損失1,713,173千円、たな卸資産の増加1,089,619千円等があったことによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、6,696,707千円の支出（前年同期は4,452,088千円の収入）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出6,480,405千円等によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、7,996,212千円の収入（前年同期は703,126千円の支出）となりました。

これは主に、配当金の支払額506,472千円等があったものの、短期借入金の増加6,920,000千円、セール・アンド・

リースバックによる収入1,805,950千円等があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の通期の連結業績予測につきましては、平成30年５月15日に公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,635,841 2,406,597

受取手形及び売掛金 4,502,320 4,443,142

有価証券 1,500,000 －

商品及び製品 1,486,842 1,870,731

仕掛品 33,096 66,864

原材料及び貯蔵品 1,211,209 1,883,170

その他 733,588 735,025

貸倒引当金 △1,873 △1,871

流動資産合計 11,101,022 11,403,659

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,997,032 10,682,069

土地 13,179,190 13,236,990

建設仮勘定 4,522,627 43,228

その他（純額） 2,855,875 7,604,089

有形固定資産合計 25,554,724 31,566,375

無形固定資産

その他 258,091 306,272

無形固定資産合計 258,091 306,272

投資その他の資産

投資有価証券 5,905,506 6,260,412

繰延税金資産 14,005 15,023

その他 509,836 596,517

貸倒引当金 △3,824 △3,824

投資その他の資産合計 6,425,523 6,868,129

固定資産合計 32,238,338 38,740,775

資産合計 43,339,360 50,144,434

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,468,283 1,602,849

短期借入金 － 6,920,000

リース債務 50,227 1,205,568

未払金 2,488,462 1,984,048

未払法人税等 199,961 108,338

賞与引当金 593,704 574,959

その他 716,458 635,290

流動負債合計 5,517,094 13,031,053

固定負債

長期借入金 2,300,000 2,300,000

リース債務 112,336 1,304,282

繰延税金負債 2,549,491 2,181,770

退職給付に係る負債 5,966,162 5,785,628

資産除去債務 73,441 71,943

役員退職慰労未払金 10,551 10,551

その他 584,739 541,616

固定負債合計 11,596,721 12,195,790

負債合計 17,113,815 25,226,843
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,469,402 7,469,402

資本剰余金 8,170,223 8,170,223

利益剰余金 10,103,489 8,393,951

自己株式 △59,654 △61,570

株主資本合計 25,683,460 23,972,006

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,738,100 1,981,092

退職給付に係る調整累計額 △1,196,015 △1,035,507

その他の包括利益累計額合計 542,085 945,585

純資産合計 26,225,546 24,917,591

負債純資産合計 43,339,360 50,144,434
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 15,070,785 14,689,686

売上原価 9,639,621 9,899,414

売上総利益 5,431,164 4,790,272

販売費及び一般管理費 7,045,008 6,583,328

営業損失（△） △1,613,844 △1,793,056

営業外収益

受取利息 1,361 452

受取配当金 66,047 74,276

その他 26,388 24,295

営業外収益合計 93,796 99,023

営業外費用

支払利息 5,588 10,535

その他 12,376 6,364

営業外費用合計 17,964 16,900

経常損失（△） △1,538,012 △1,710,932

特別利益

資産除去債務履行差額 30,585 －

投資有価証券売却益 54 414

特別利益合計 30,639 414

特別損失

固定資産除却損 8,738 2,654

固定資産売却損 1,631 －

減損損失 893 －

投資有価証券評価損 71,452 －

特別損失合計 82,713 2,654

税金等調整前四半期純損失（△） △1,590,087 △1,713,173

法人税、住民税及び事業税 29,782 36,395

法人税等調整額 △595,758 △546,822

法人税等合計 △565,976 △510,427

四半期純損失（△） △1,024,110 △1,202,746

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,024,110 △1,202,746

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 138,980 242,992

退職給付に係る調整額 150,713 160,508

その他の包括利益合計 289,693 403,500

四半期包括利益 △734,418 △799,246

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △734,418 △799,246

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,590,087 △1,713,173

減価償却費 515,975 565,881

減損損失 893 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,693 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,775 △18,745

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 63,582 50,812

受取利息及び受取配当金 △67,408 △74,728

支払利息 5,588 10,535

為替差損益（△は益） △42 △3,374

投資有価証券売却損益（△は益） △54 △414

投資有価証券評価損益（△は益） 71,452 －

有形固定資産除却損 8,738 2,654

有形固定資産売却損益（△は益） 1,631 －

事業構造改革引当金の増減額(△は減少) △5,875 －

売上債権の増減額（△は増加） 378,636 59,178

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,518,516 △1,089,619

仕入債務の増減額（△は減少） 120,854 134,566

未払消費税等の増減額（△は減少） △186,273 78,774

役員退職慰労未払金の増減額（△は減少） △47,102 －

その他 12,156 △11,577

小計 △2,228,768 △2,009,230

利息及び配当金の受取額 86,151 80,633

利息の支払額 △5,618 △10,247

法人税等の支払額 △254,258 △93,116

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,402,493 △2,031,960

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 413 161

有価証券の償還による収入 7,600,000 －

有形固定資産の取得による支出 △3,286,114 △6,480,405

無形固定資産の取得による支出 △7,394 △101,862

投資有価証券の取得による支出 △5,334 △5,418

投資有価証券の売却による収入 184 1,182

投融資による支出 △18,010 △120,621

投融資の回収による収入 255,983 12,484

資産除去債務の履行による支出 △87,940 △2,228

その他 300 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,452,088 △6,696,707

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 6,920,000

長期借入金の返済による支出 △22,622 －

リース債務の返済による支出 △25,923 △221,349

セール・アンド・リースバックによる収入 － 1,805,950

自己株式の純増減額（△は増加） 26,914 △1,917

配当金の支払額 △681,494 △506,472

財務活動によるキャッシュ・フロー △703,126 7,996,212

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 3,372

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,346,470 △729,082

現金及び現金同等物の期首残高 3,135,005 3,130,532

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,481,475 2,401,450
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、従来、一部の有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より、全ての有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更しております。

この変更は、当連結会計年度における国内新工場の本格稼働に伴い、適正な期間損益計算の観点から有形固定

資産の減価償却方法について改めて検討を行った結果、今後長期にわたり安定的な稼働が見込まれることから、

使用可能期間にわたり均等に費用配分を行うことが当社の有形固定資産の使用実態をより適切に反映できると判

断したことによるものです。

これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失がそれぞれ146,319千円減少しております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位:千円)

報告セグメント

合計
菓子事業 食品事業

不動産
賃貸事業

その他の
事業(注)

売上高

外部顧客への売上高 9,503,056 4,797,339 289,795 480,595 15,070,785

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 4,299 ― 4,299

計 9,503,056 4,797,339 294,094 480,595 15,075,084

セグメント利益
又は損失(△)

△886,959 218,328 89,079 37,793 △541,760

(注) 報告セグメントの「その他の事業」は、連結子会社が営むスポーツクラブの営業及び保険代理業であります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 △541,760

全社費用(注) △1,072,084

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △1,613,844

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「食品事業」セグメントにおいて、当初想定していた収益が見込めないため、一部の店舗において減損損失を計上

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては893千円であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

合計
菓子事業 食品事業

不動産
賃貸事業

その他の
事業(注)

売上高

外部顧客への売上高 9,425,191 4,466,158 289,595 508,741 14,689,686

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 654 3,665 ― 4,319

計 9,425,191 4,466,813 293,260 508,741 14,694,005

セグメント利益
又は損失(△)

△1,214,548 287,861 110,612 42,158 △773,916

(注) 報告セグメントの「その他の事業」は、連結子会社が営むスポーツクラブの営業及び保険代理業であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 △773,916

全社費用(注) △1,019,140

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △1,793,056

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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